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町内会活動 Q&A集 

6 
 

４ 町内会活動について 

 

Ｑ17 町内会に規約がありませんが、規約は必要ですか？ 

 基本的なルールがあると活動しやすいことから、多くの町内会では、そのルー

ルを規約や会則などの形に定めて運営されています。しかし、町内会は慣習的な

面を持っており、中には明文化されていない団体もあります。それもひとつのあ

り方ですが、規約として明文化することで、町内会の運営などを会員内で共有で

きる点から、規約はあった方が好ましいといえます。詳しくは、市のホームペー

ジ（ページ ID：1034118）をご覧ください。 

 

 

Ｑ16 町内会員の名簿や連絡網を作成しても、問題ありませんか？ 

個人情報を収集する際に、その使用目的を明示した上で本人の同意を得れば、

名簿や連絡網の作成は問題ありません。ただし、町内会であっても個人情報保護

法の対象となるため、個人情報の取扱いについては適切な管理が必要です。 

詳しくは、市ホームページ（ページ ID：1003680）に掲載している「区・町内

会・自治会のしおり」の「区・町内会・自治会のあり方 個人情報の保護」をご

覧ください。 

Ｑ18 事業計画書・報告書や収支予算書・決算書は作成したほうがいいですか？ 

 事業計画書等を作成し、会員で共有することにより、町内会活動の見える化が

進んでいくと考えられます。また、見える化を進めることで、新たに引っ越して

きた方へ説明しやすくなります。 

また、次の役員への説明や引き継ぎの資料としても説明できます。 

Ｑ19 町内会費の中に各種募金等を含めた額を集金しても良いですか？ 

 募金等については、その金額も含め個人の自由意思であり、個人の意思を確認

せずに会費と併せて徴収することは、過去に違法と判断された裁判例があります

ので、ご注意ください。（会費と募金を一括徴収するといった内容が総会決議を

経たとしても、各個人の意思を確認してください。） 

 集金の負担を減らすために、例えば、募金を希望する方は町内会費+募金、希

望しない方は町内会費のみ、という集め方にしたり、集金の日時を限定したり、

募金は持参してもらう形に変更することなども考えてみてはいかがでしょうか。 
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